
フロン回収機を使用した配管洗浄方法の1つ、冷媒共洗い方式を図解入りで詳しく

紹介しています

フロン回収機を使っての配管洗浄||BBK
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②フロン回収機

RMBOO他 ●冷媒を循環させるために必要です。回収能力が高いほ

ど、洗浄時間は短縮されます。

⑥真空ポンプ
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ン
坐
に

9

既設配管内洗浄(共洗い方式）
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フロン回収機を使っての配管洗浄方法を紹介しています。

サイクル洗浄機の購入なしに出来る冷媒共洗い方式を説日

特に新しく配管洗浄用の

い方式を説明しています。

B B Kフロン回収機を使っての配管洗浄

｜ 篝蕊i癖讓電方法内容
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洗浄剤の汚染状況を確

認し、適宜交換するこ

と。配管内からの洗浄

剤除去を確実に。

回収冷媒の処理を確実

に。

機
械
式
洗
浄

比較的短い配管

*OBBKは冷媒共洗い方式を提案しています

冷媒共洗い方式は、文字どおり使用冷媒を用いて配管内の洗浄を行う方法

です。例えば、既設のエアコンについて洗浄を行う場合は洗浄音l1での洗浄

と同様に、まずは可能な限り、冷媒とオイルを回収した後、室内機、室外

機を取り外し、高圧配管と低圧配管を接続します。洗浄に用いるのは、主

としてR-22であり、再生冷媒を用いる事も可能です。洗浄は液で行うため、

R-22は圧縮液化した後、配管内に導入する必要があります。また、洗浄に

用いた液冷媒は、①一旦簡易的に蒸留し、油分や不純物を分離するため、

②再度液化する装置が必要になﾚﾉます。

図の通り、洗浄用R-22は液状で低圧配管から注入し、高圧配管から蒸留

再生機回収機を経て、ボンベに戻る仕組です。高圧配管の出口部に③サイ

トグラス及びフィルターを設け、サイトグラスを通じて、冷媒の汚れ具合を

観察する事で洗浄状態が確認できます。洗浄後は真空引きを行い、作業を

完了します。

簡易蒸留再生装置

冷媒回収機R22ボンベ

オイルーセパレーターCP-OSP6500(P5を参照）

ドライフイルターユニットCP-DF465(P5を参照）

フルオロカーボン回収機RM300CR-700Jetc.(P2～4を参照）

①は、

②は、

3は、
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：既設配管内洗浄方式の概要と特徴
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ブロー方式

循環方式

令媒共洗い方式

冷媒循環方式

熱駆動ポンプを用い、

使用冷媒を簡易再生し

ながら循環させ、系内

を洗浄する

レトロフィット方式

窒素ブロー方式

洗浄斉|｣を窒素や空気に

より加圧して配管内を

スプレー洗浄する。

洗浄斉'1ポンプや洗浄機

により洗浄斉|｣を循環し

洗浄する。

洗浄用冷媒を用い、冷

媒回収再生装置により

冷媒を循環して系内を

先浄する。

使用中の冷媒冷凍機

油を抜き出し、新規の

組み合わせに置き換え

る作業を何度か繰り返

して洗浄。

配管内に残存した冷凍

機油、異物を単純に加

圧窒素により吹き流す

装置が簡単。ワンパス

方式で、洗浄剤は汚れ

ないが、こびりついた

汚れは取りにくい。

装置が簡単。循環方

式なので洗浄性が良い

が、洗浄剤は徐々に汚

れる。ただし回収再生

が可能〔

洗浄剤が冷媒であり、

取扱いが簡単。HCFC

を用いた洗浄斉'1洗浄と

同等の効果が期待でき

る。

内容は冷媒共洗いと同

様。使用中の冷媒を簡

易再生させながら使用

するため、洗浄用冷媒

の追加の必要がない

液洗浄が難しい大型装

置で有効。ブラッシン

グを繰り返す為多量の

冷媒、オイルが必要。

特別な装置が不要。温

度、窒素圧、流速によ

り効果が全く異なる

配管内からの洗浄剤除

去を確実に

使用冷媒が汚れている

場合は、洗浄用での使

|芒上

配管～長配管

Tm噌遊零

用は困難。回収冷媒の短配管～長配管
処理を確実に。

回収冷媒の処理を確実

に。前冷凍機油の残量

確認を確実に。 ｜制限なし

低温下ではオイルの流

動性が乏しく、効果が

小さい

比較的短い配管

短配管～長配管

制限なし

スウィーバ方式

配管内に挿入したス

ウィーパを加圧窒素で

移送して内部をふき取

り洗浄‘

洗浄剤不要で、装置が

簡単。窒素ブローに比

べて効果大。

窒素加圧方法の適正
イレ
’し0

特 徴瀞 。、注意事項鐸； 蕊蕊適用範囲

蕊

冷媒共洗い方式の基本的な考え


